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１　

寿
地
区
簡
易
宿
泊
所
街
で
進

行
し
て
い
る
高
齢
化
と
は

横
浜
市
中
区
の
扇
町
３
丁
目
・

４
丁
目
、寿
町
２
丁
目
～
４
丁
目
、

松
影
町
２
丁
目
～
４
丁
目
、
長
者

町
１
丁
目
、
三
吉
町
の
一
部
に
存

在
す
る
寿
地
区
簡
易
宿
泊
所
街
で

進
行
し
て
い
る
高
齢
化
に
つ
い
て

は
、
平
成
19
年
10
月
刊
行
の
調
査

季
報
第
１
６
１
号
調
査
研
究
レ

ポ
ー
ト
「
寿
地
区
簡
易
宿
泊
所
街

の
高
齢
化
と
課
題
」
で
次
の
よ
う

に
紹
介
し
た
。

⑴
寿
地
区
簡
易
宿
泊
所
街
の
高
齢

化
は
、
50
歳
代
後
半
か
ら
70
歳
代

前
半
の
単
身
高
齢
男
性
が
中
心
の

高
齢
化
現
象
で
あ
り
、
出
生
人
口

が
ほ
と
ん
ど
な
い
転
入
人
口
主
体

の
人
口
構
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
縁
関
係
も
薄
く
社
会
的
に
孤
立

し
が
ち
な
高
齢
の
宿
泊
者
が
多
い

状
況
で
あ
る
。
こ
う
し
た
孤
立
し

が
ち
な
高
齢
者
の
生
活
支
援
が
今

後
の
地
域
課
題
と
な
る
。

⑵
寿
地
区
で
は
、
地
区
内
に
増
加

す
る
高
齢
者
に
対
応
し
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
さ
れ
た
設
備
を
有
す
る

簡
易
宿
泊
所
が
増
え
、
宿
泊
料
金

も
生
活
保
護
住
宅
扶
助
特
別
基
準

に
適
合
し
た
１
泊
２
，２
０
０
円

に
近
接
し
た
額
に
設
定
さ
れ
る
傾

向
が
あ
る
。
こ
う
し
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
さ
れ
た
簡
易
宿
泊
所
は
、

地
区
外
で
何
ら
か
の
理
由
で
居
住

が
不
可
能
に
な
っ
た
高
齢
者
等
の

新
た
な
居
住
地
と
し
て
選
択
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
、
新
た
な
地
域

課
題
の
発
生
に
も
つ
な
が
る
た
め

注
視
が
必
要
で
あ
る
。

寿
地
区
で
は
現
在
も
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
さ
れ
た
簡
易
宿
泊
所
は

増
加
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
転
入

も
続
い
て
い
る
。
簡
易
宿
泊
所
街

で
生
活
す
る
高
齢
者
を
支
え
る
取

組
は
様
々
あ
る
が
、
認
知
症
患
者

の
増
加
や
、
簡
易
宿
泊
所
を
取
り

巻
く
地
域
全
体
の
活
性
化
は
こ
れ

か
ら
の
地
域
課
題
と
考
え
る
。
本

稿
で
は
、
現
在
の
簡
易
宿
泊
所
の

状
況
や
要
介
護
認
定
統
計
に
み
ら

れ
る
認
知
症
患
者
の
増
加
の
様
相

を
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
地

域
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２　

高
齢
化
に
対
応
し
た
簡
易
宿

泊
所
の
現
状

寿
地
区
の
簡
易
宿
泊
所
は
、

建
立
さ
れ
た
年
代
に
よ
っ
て
居
室

内
に
あ
る
設
備
や
、
建
物
構
造
、

エ
レ
ベ
ー
タ
や
洋
式
ト
イ
レ
な
ど

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
の
有
無
に

差
異
が
あ
る
が
、
平
成
10
年
代
以

降
に
建
立
さ
れ
た
宿
泊
所
は
エ
ア

コ
ン
、
冷
蔵
庫
を
居
室
内
に
標
準

設
置
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
を
設
置
し

て
７
階
建
て
以
上
の
階
層
を
持
た

せ
、
各
フ
ロ
ア
に
洋
式
ト
イ
レ
を

設
置
す
る
の
が
標
準
的
な
ス
タ
イ

ル
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
昭
和

50
年
代
以
前
の
建
立
と
み
ら
れ
る

旧
来
型
の
宿
泊
所
は

エ
レ
ベ
ー
タ
を
設
置

し
な
い
６
階
建
て
程

度
の
階
層
で
、
ト
イ

レ
は
和
式
ト
イ
レ
の

み
と
い
う
ス
タ
イ
ル

が
多
い
。
そ
こ
で
、

平
成
26
年
11
月
現
在

で
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵

庫
、
エ
レ
ベ
ー
タ
、

洋
式
ト
イ
レ
の
４
種

を
完
備
す
る
タ
イ
プ

の
宿
泊
所
（
Ａ
タ
イ

プ
：
56
軒
）、
エ
レ

ベ
ー
タ
、
洋
式
ト
イ
レ
の
い
ず
れ

も
設
置
し
な
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
所

（
Ｂ
タ
イ
プ
：
26
軒
）、
両
タ
イ
プ

に
属
し
な
い
“
そ
れ
以
外
”
の
宿

泊
所（
41
軒
）の
３
群
に
分
け
て
、

宿
泊
料
金
別
の
室
数
を
算
出
し
た

と
こ
ろ
、Ａ
タ
イ
プ
宿
泊
所
は
２
，

１
０
０
円
以
上
２
，３
０
０
円
未

満
の
居
室
が
主
体
で
構
成
さ
れ
る

の
に
対
し
、
Ｂ
タ
イ
プ
宿
泊
所
は

そ
れ
よ
り
低
廉
な
１
，５
０
０
円

以
上
２
，１
０
０
円
未
満
の
居
室

が
主
体
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
中
間
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ

る
“
そ
れ
以
外
”
タ
イ
プ
の
宿
泊

所
で
も
、
２
，１
０
０
円
以
上
２
，

３
０
０
円
未
満
の
居
室
の
方
が

１
，５
０
０
円
以
上
２
，１
０
０

円
未
満
の
居
室
よ
り
も
多
く
見
ら

れ
る
（
図
１
）。
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高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
、

従
前
か
ら
の
居
所
を
喪
失
し
た
高

齢
者
に
対
し
て
、
簡
易
宿
泊
所
を

利
用
し
た
生
活
支
援
を
検
討
す
る

ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
が
、
こ
う
し

た
高
齢
者
の
場
合
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
設
備
が
必
須
で
あ
る
た
め
、

適
応
に
な
る
宿
泊
所
は
Ａ
タ
イ
プ

宿
泊
所
と
考
え
ら
れ
、
寿
地
区
内

の
宿
泊
所
の
う
ち
約
半
数
に
留
ま

る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、

高
齢
者
に
対
し
て
簡
易
宿
泊
所
で

の
生
活
支
援
を
す
る
場
合
に
は
、

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
は

生
活
支
援
に
必
要
な
環
境
が
整
っ

て
い
る
か
を
確
認
し
、
そ
の
環
境

の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
活
支
援
を

す
る
か
事
前
に
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。 

３　

簡
易
宿
泊
所
の
居
室
稼
働
率

簡
易
宿
泊
所
の
宿
泊
者
数
は
、

平
成
20
年
以
降
は
６
，３
０
０
～

６
，５
０
０
人
程
度
の
横
ば
い
で

推
移
し
て
お
り
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
平
成
20
年
の
２
，６
０
４

人
か
ら
平
成
26
年
の
３
，２
２
４

人
に
緩
や
か
に
増
加
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
（
図
２
）。
平
成
25

年
に
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
宿

泊
者
数
に
占
め
る
割
合
が
初
め
て

50
・９
％
と
、
50
％
台
に
達
し
た
。

前
項
で
触
れ
た
と
お
り
、
高

齢
者
の
生
活
支
援
に
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
設
備
が
必
須
で
あ
る
の

で
、
こ
う
し
た
設
備
を
有
す
る
宿

泊
所
と
そ
う
で
な
い
宿
泊
所
に
は

お
の
ず
と
居
室
の
稼
働
率
に
差
が

生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
前
項
で
区

分
し
た
Ａ
タ
イ
プ
宿
泊
所
で
は
約

88
％
、
Ｂ
タ
イ
プ
宿
泊
所
で
は
約

40
％
と
、
稼
働
率
に
は
倍
以
上
の

開
き
が
あ
る
（
表
１
）。
両
タ
イ

プ
の
間
に
は
、
平
均
宿
泊
料
金
や

居
室
の
広
さ
の
平
均
に
も
差
が
あ

り
、
こ
の
両
者
か
ら
算
出
さ
れ
る

１
畳
あ
た
り
の
日
収
額
の
差
は
平

成
20
年
か
ら
同
26
年
に
か
け
て
開

く
方
向
に
あ
る
（
図
３
）。
た
だ
、

Ａ
タ
イ
プ
宿
泊
所
で
も
稼
働
率
そ

の
も
の
は
平
成
20
年
か
ら
同
26
年

に
か
け
て
微
減
で
推
移
し
て
お

り
、
宿
泊
者
数
全
体
が
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
る
状
況
が
続
け
ば
、

今
後
Ａ
タ
イ
プ
宿
泊
所
の
稼
働
率

も
こ
れ
以
上
に
大
き
く
増
加
す
る

と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
平
成
27

年
7
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
生
活
保

護
住
宅
扶
助
基
準
の
見
直
し
に
よ

り
、
今
後
住
宅
扶
助
特
別
基
準
に

準
拠
し
た
料
金
の
宿
泊
室
に
宿
泊

で
き
な
い
宿
泊
者
が
増
加
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
現
在
は
宿
泊

料
金
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
電
気
料
金
、
エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵

庫
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
付
帯
設
備
利

用
料
の
分
離
・
別
料
金
化
が
行
わ

れ
る
な
ど
し
た
結
果
、
Ａ
タ
イ
プ

宿
泊
所
の
宿
泊
料
金
の
値
下
げ
が

始
ま
っ
た
り
、
一
方
で
減
少
傾
向

だ
っ
た
Ｂ
タ
イ
プ
宿
泊
所
の
稼
働

率
が
現
在
よ
り
も
上
が
っ
た
り
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
簡
易
宿
泊
所
の
稼
働
率
の

動
向
に
は
今
後
も
注
視
が
必
要
で

あ
る
。

４　

増
加
す
る
要
介
護
認
定
者

寿
地
区
の
簡
易
宿
泊
所
で
も

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
宿

泊
す
る
高
齢
者
が
増
え
て
お
り
、

平
成
27
年
３
月
末
の
時
点
で
寿

町
、
扇
町
、
松
影
町
の
３
町
（
以

下
、
寿
３
町
）
に
居
住
す
る
介
護

保
険
被
保
険
者
の
う
ち
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
た
人（
以
下
、

要
介
護
認
定
者
等
）
は
９
１
２
人

に
上
る
。
こ
れ
は
同
町
に
居
住

す
る
住
民
基
本
台
帳
登
録
者
９
，

４
２
０
人
の
う
ち
９
・
６
％
を
占

め
て
お
り
、
中
区
全
体
で
要
介
護

認
定
者
等
が
住
民
全
体
に
占
め
る

割
合
は
４
・
４
％
前
後
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
寿
３
町
は
要
介

護
認
定
者
等
が
他
の
地
区
に
比
べ

て
多
く
存
在
し
、
し
か
も
そ
の
増

え
方
が
中
区
全
体
の
中
で
も
速
い

（
図
４
）。

平
成
16
年
10
月
か
ら
同
27
年

３
月
ま
で
の
約
10
年
半
の
間
に
、

要
介
護
３
の
認
定
者
は
寿
３
町
で

は
約
４
・
13
倍
の
増
加
率
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
中
区
全
体
で
は
約

１
・
57
倍
の
増
加
率
に
留
ま
っ
た

こ
と
、
同
様
に
要
介
護
５
の
認
定

者
は
寿
３
町
で
は
約
２
・
79
倍
の

増
加
率
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
中

区
全
体
で
は
約
１
・
30
倍
の
増

加
率
に
留
ま
っ
た
こ
と
が
分
か

り
、
寿
３
町
の
中
で
も
特
に
要
介

護
３
、
要
介
護
５
の
人
の
増
加
が

著
し
い
（
図
５
）。
こ
う
し
た
中

度
か
ら
重
度
の
要
介
護
認
定
者
等

の
増
加
は
、
か
つ
て
日
雇
労
働
者

だ
っ
た
人
が
高
齢
化
し
て
要
介
護

状
態
に
陥
る
ケ
ー
ス
の
み
な
ら

ず
、
他
の
地
区
で
要
介
護
状
態
に

な
っ
た
た
め
に
居
場
所
を
喪
失

し
、
寿
地
区
の
簡
易
宿
泊
所
を
新

た
な
生
活
拠
点
と
し
て
設
定
す
る

ケ
ー
ス
の
存
在
が
大
き
な
要
因
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
簡
易
宿
泊
所
は
あ
く
ま

で
旅
館
で
あ
り
、
休
日
夜
間
に
は

管
理
人
な
ど
の
簡
易
宿
泊
所
関
係

者
も
不
在
の
こ
と
が
多
い
た
め
、

休
日
夜
間
の
災
害
時
や
火
災
の
時

の
避
難
誘
導
な
ど
の
場
面
で
は
、

こ
う
し
た
要
介
護
認
定
者
等
へ
の

対
応
に
は
限
界
が
あ
る
の
が
現
実

で
あ
ろ
う
。

５　

目
立
つ
認
知
症
患
者
の
増
加

も
う
一
つ
、
寿
地
区
の
簡
易

宿
泊
所
関
係
者
間
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
、
認
知
症
患
者
の

増
加
が
あ
る
。
要
介
護
認
定
に

用
い
ら
れ
る
主
治
医
意
見
書
に

は
、
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
に
つ
い
て
の
評
価
項
目
が

あ
り
、
そ
こ
で
自
立
度
Ⅲ
ａ
以
上

に
評
価
さ
れ
る
中
等
度
以
上
の
認

知
症
患
者
数
に
つ
い
て
確
認
を
し

た
。
そ
の
結
果
、
寿
３
町
で
は
平

成
21
年
10
月
に
78
人
で
あ
っ
た
も

の
が
、
５
年
半
後
の
平
成
27
年
３

月
に
は
２
１
９
人
と
約
２
・
８
倍

に
増
加
し
て
い
た
の
に
対
し
、
同

じ
期
間
で
中
区
全
体
で
は
約
１
・

４
倍
の
増
加
に
留
ま
っ
て
い
た

（
図
６
）。

さ
ら
に
寿
３
町
で
は
、
要
介

護
５
の
認
定
者
で
自
立
度
Ⅲ
ａ
以

上
に
評
価
さ
れ
た
者
の
５
年
半
経

過
時
点
で
の
増
加
率
が
約
３
・
１

倍
と
、
他
の
認
定
区
分
と
比
較
し

て
高
く
、
中
区
全
体
で
み
れ
ば
５

年
半
経
過
時
点
の
増
加
率
が
１
・

１
倍
と
そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る（
図
７
）。

ま
た
、
寿
３
町
に
お
い
て
「
要

介
護
４
認
定
者
で
は
、
自
立
度
Ⅱ

ｂ
以
下
の
人
数
の
減
少
と
Ⅲ
ａ
以

上
の
人
数
の
増
加
と
い
う
重
度
方

向
へ
の
質
的
変
化
が
あ
っ
た
の
に

対
し
、
要
介
護
５
認
定
者
で
は
、

自
立
度
Ⅲ
ａ
以
上
に
区
分
さ
れ
る
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図５　寿３町の要介護認定者数増加率の中区全体との比較(倍)

図４　地域人口に占める要介護・支援認定者数の割
合の推移（単位：％、H16.10～H27.3）
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表１　タイプ別宿泊者数、部屋数、稼働率、平均宿泊料金、
　　　居室広さの平均

タイプ 宿泊者数 部屋数 稼働率 平均宿泊
料金

居室広さ
の平均

A 4,215人 4,763室 88.4％ 2,213円 3.53畳
B 590人 1,462室 40.3％ 1,740円 3.09畳

それ以外 1,513人 2,373室 63.7％
全体（参考） 6,318人 8,598室 73.4％ 2,075円 3.38畳

図３　タイプ別の居室稼働率と１畳あたり日収額の変化
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人
の
増
加
が
全
体
の
増
加
に
つ
な

が
る
と
い
う
量
的
変
化
が
あ
っ

た
」と
い
う
違
い
が
見
ら
れ
た（
図

８
）。この

よ
う
に
見
る
と
、
寿
３

町
で
は
「
①
重
度
の
要
介
護
者
で

あ
る
要
介
護
５
認
定
者
の
増
加

と
、
自
立
度
Ⅲ
ａ
以
上
の
い
わ
ゆ

る
中
等
度
以
上
の
認
知
症
患
者
の

増
加
が
複
合
し
て
起
き
て
い
る
こ

と
、
②
中
等
度
の
認
知
症
患
者
の

増
加
は
、
従
前
か
ら
寿
地
区
に
居

住
し
て
い
た
高
齢
者
の
認
知
症
発

症
・
進
行
と
い
っ
た
住
民
の
“
質

的
変
化
”
と
、
既
に
他
の
地
区
で

認
知
症
を
発
症
し
て
、
寿
地
区
に

転
入
す
る
と
い
う
“
量
的
変
化
”

の
双
方
が
複
合
し
て
起
き
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
」が
分
か
る
。

そ
し
て
、
寿
地
区
簡
易
宿
泊
所
宿

泊
者
の
高
齢
化
が
い
わ
ゆ
る
“
前

期
高
齢
者
主
体
の
高
齢
化
”
で
あ

る
こ
と
を
併
せ
て
考
慮
す
る
と
、

現
在
の
寿
地
区
で
は
、「
若
年
の

う
ち
に
認
知
症
を
発
症
し
、
介
護

度
を
重
態
化
さ
せ
た
人
が
、
簡
易

宿
泊
所
で
多
く
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
」と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

６　

寿
地
区
の
課
題

こ
こ
ま
で
の
論
点
を
踏
ま
え
、

寿
地
区
の
今
後
に
向
け
て
の
課
題

を
挙
げ
る
。

⑴
認
知
症
を
患
う
高
齢
者
の
増
加

認
知
症
高
齢
者
を
宿
泊
さ
せ

て
い
る
簡
易
宿
泊
所
の
関
係
者
の

声
を
紹
介
す
る
。

・
夜
中
に
、
精
神
的
に
不
安
定
に

な
っ
て
騒
ぎ
出
し
て
し
ま
う
と
、

役
所
も
や
っ
て
い
な
い
し
、
本
人

が
拒
め
ば
救
急
車
も
運
ん
で
く
れ

な
い
し
、ど
う
す
れ
ば
い
い
の
よ
。

・
昔
は
騒
い
だ
り
し
て
大
変
な
人

は
出
し
て
し
ま
え
ば
良
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
最
近
の
大

変
な
人
は
そ
う
い
う
わ
け
に
い
か

な
い
よ
。
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
死

ん
じ
ゃ
う
か
も
。

こ
う
し
た
声
に
は
、
増
え
続

け
る
認
知
症
高
齢
者
の
対
応
に
不

安
を
抱
え
る
関
係
者
の
気
持
ち
が

凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
簡
易
宿
泊
所

は
、
本
来
は
旅
館
業
法
に
定
め
る

「
簡
易
宿
所
」
で
あ
り
、
認
知
症

高
齢
者
を
多
く
宿
泊
さ
せ
る
こ
と

を
前
提
に
し
た
設
備
に
は
な
っ
て

い
な
い
。
Ａ
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ

た
簡
易
宿
泊
所
に
お
け
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
設
備
も
、
車
椅
子
で
の
利

用
と
い
っ
た
身
体
機
能
面
で
の
低

下
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
認

知
症
の
よ
う
な
精
神
機
能
面
で
の

低
下
に
は
対
応
で
き
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

日
中
で
こ
そ
、
訪
問
介
護
、

通
所
介
護
と
い
っ
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
街
中
に
増
加
し
た
介
護
事
業

所
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
が
、
休

日
夜
間
の
緊
急
対
応
の
多
く
は
周

囲
の
宿
泊
者
か
ら
の
連
絡
を
受
け

た
簡
易
宿
泊
所
の
関
係
者
に
大
き

な
負
担
が
か
か
り
、
度
重
な
る
宿

泊
者
の
孤
独
死
を
目
の
当
た
り
に

し
続
け
た
簡
易
宿
泊
所
関
係
者
の

不
安
は
大
き
い
。

ま
た
、
単
身
者
の
多
い
寿
地

区
簡
易
宿
泊
所
宿
泊
者
へ
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
、
３
畳
余
り
の
狭
隘

な
居
室
の
中
で
、
家
族
の
眼
が
な

い
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
対
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
と
い
う
１
対
１
対
応
の
関

係
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
透
明
性
の
確
保
が
難

し
い
。
特
に
認
知
能
力
や
伝
達
能

力
を
低
下
さ
せ
た
認
知
症
高
齢
者

に
対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

者
に
よ
る
“
介
護
漬
け
”
な
ど

の
囲
い
込
み
行
為
が
行
わ
れ
た

り
、
金
銭
管
理
に
お
け
る
不
正
事

案
が
発
生
し
た
り
し
た
時
の
発
見

に
手
間
取
る
こ
と
が
予
想
で
き

る
。
こ
う
し
た
不
正
事
案
の
発
生

を
防
止
す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
構

築
は
、
介
護
事
業
者
や
簡
易
宿
泊

所
関
係
者
、
行
政
関
係
者
、
自
治

会
な
ど
地
域
で
活
躍
す
る
支
援
活

動
関
係
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
が
、
金
銭
管
理
ひ

と
つ
と
っ
て
も
、
そ
の
具
体
的
な

中
身
の
あ
り
方
は
サ
ー
ビ
ス
受
給

者
で
あ
る
認
知
症
高
齢
者
に
よ
っ

て
様
々
で
あ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で

の
最
適
解
を
見
出
す
こ
と
は
難
し

い
。
高
齢
者
の
権
利
擁
護
を
目
的

に
し
た
成
年
後
見
制
度
の
適
用

も
、
手
続
の
煩
瑣
さ
か
ら
実
際
に

は
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ
と
も
課

題
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ひ
と
た
び

不
正
事
案
が
発
生
し
、
そ
れ
が
公

に
な
っ
た
場
合
に
は
、“
寿
地
区

簡
易
宿
泊
所
街
に
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス

横
行
”
と
い
っ
た
新
た
な
負
の
イ

メ
ー
ジ
が
街
に
付
加
さ
れ
る
懸
念

が
あ
る
の
で
、
不
正
事
案
発
生
対

策
の
検
討
は
地
道
に
行
う
必
要
が

あ
る
。

⑵
簡
易
宿
泊
所
を
含
め
た
街
の
活

性
化
の
あ
り
方

簡
易
宿
泊
所
設
備
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
進
展
が
始
ま
っ
た
の

は
平
成
12
年
頃
か
ら
で
あ
り
、
現

在
主
流
の
７
階
建
て
以
上
の
階
層

を
有
す
る
建
築
形
態
は
平
成
15
年

頃
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、

い
わ
ゆ
る“
バ
リ
ア
フ
リ
ー
簡
宿
”

の
初
期
の
宿
泊
所
は
建
造
後
10
年

程
度
が
経
過
し
て
お
り
、
一
部
に

陳
腐
化
が
進
行
し
て
い
る
宿
泊
室

が
存
在
す
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
簡

宿
の
宿
泊
室
の
稼
働
率
は
前
述
の

よ
う
に
約
９
割
前
後
で
あ
る
が
、

一
方
で
宿
泊
者
全
数
は
横
ば
い
で

推
移
し
続
け
て
お
り
、
生
活
保
護

住
宅
扶
助
基
準
の
見
直
し
も
あ
っ

た
た
め
、
今
後
も
大
幅
な
増
加
が

あ
る
と
は
考
え
難
い
。
こ
れ
ま
で

は
、「
旧
来
型
の
簡
宿
か
ら
バ
リ

ア
フ
リ
ー
簡
宿
へ
の
宿
泊
者
の
転

移
」
が
簡
易
宿
泊
所
宿
泊
者
に
多

く
見
ら
れ
た
が
、
今
後
は
住
宅
扶

助
特
別
基
準
の
適
用
が
認
め
ら
れ

る
宿
泊
者
を
中
心
に
「
よ
り
新
し

い
、
よ
り
き
れ
い
な
、
よ
り
サ
ー

ビ
ス
の
よ
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
簡
宿

へ
の
宿
泊
客
の
転
移
」
が
起
き
、

住
宅
扶
助
特
別
基
準
の
適
用
が
認

め
ら
れ
な
い
宿
泊
者
が
そ
れ
以
外

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
簡
宿
に
集
中
す

る
と
い
う
棲
み
分
け
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

う
し
た
棲
み
分
け
の
結
果
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
簡
宿
の
中
で
、
設
備
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
付
加
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
面
に
お
け
る
格
差
が
新
た
に

生
ま
れ
う
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
簡

宿
に
一
様
に
宿
泊
者
が
集
ま
っ
た

こ
れ
ま
で
の
と
は
異
な
る
状
況
が

生
ま
れ
う
る
の
で
あ
り
、
格
差
を

つ
け
ら
れ
た
側
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

簡
宿
の
活
性
化
が
、
今
後
の
簡
易

宿
泊
所
街
に
新
た
に
生
ま
れ
る
課

題
で
あ
る
と
考
え
る
。

ひ
と
と
き
、
観
光
客
向
け
の

ホ
ス
テ
ル
を
設
置
す
る
簡
易
宿
泊

所
が
数
軒
続
い
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
現
在
で
は
そ
の
流
れ
は
止

ま
っ
て
お
り
、
ホ
ス
テ
ル
を
廃
業



89■ 調査研究レポート

し
て
生
活
保
護
受
給
者
向
け
の

宿
泊
室
に
戻
す
動
き
が
出
て
い

る
。
ホ
ス
テ
ル
の
客
単
価
は
生
活

保
護
受
給
者
向
け
宿
泊
室
よ
り
高

い
が
、
食
事
の
提
供
、
専
用
シ
ャ

ワ
ー
の
設
置
、
シ
ー
ツ
の
交
換
な

ど
、
生
活
保
護
受
給
者
向
け
の
宿

泊
室
に
な
い
付
加
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
月

単
位
で
宿
泊
料
金
を
確
実
に
確
保

で
き
る
生
活
保
護
受
給
者
向
け
の

宿
泊
室
の
方
が
、
投
資
効
果
を
回

収
し
や
す
い
と
簡
易
宿
泊
所
関
係

者
が
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
一

方
で
、
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
担

当
者
が
行
き
場
の
な
い
被
保
護
者

等
の
生
活
の
拠
点
と
し
て
寿
地
区

の
簡
易
宿
泊
所
を
紹
介
す
る
動
き

は
続
い
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況

が
続
け
ば
、
寿
地
区
簡
易
宿
泊
所

の
宿
泊
者
は
よ
り
福
祉
ニ
ー
ズ
が

高
く
寿
地
区
で
生
活
を
続
け
ざ
る

を
得
な
い
宿
泊
者
で
占
め
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
宿

泊
者
を
特
定
の
属
性
を
持
っ
た
人

に
限
定
す
る
動
き
は
、
簡
易
宿
泊

所
を
取
り
巻
く
地
域
全
体
の
活
性

化
を
阻
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
簡
易
宿
泊
所
は

新
た
な
属
性
を
持
っ
た
宿
泊
者
の

確
保
の
方
策
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
し
、
行
政
も
支
援
を
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
簡

易
宿
泊
所
の
中
に
は
、
か
つ
て
社

員
寮
だ
っ
た
建
物
を
改
装
し
た
宿

泊
所
が
あ
る
が
、
今
後
は
若
年
夫

婦
世
帯
を
対
象
に
し
た
社
員
宿
舎

あ
る
い
は
学
生
寮
を
、
建
物
の
用

途
を
変
更
し
、
必
要
な
改
装
を
施

し
た
簡
易
宿
泊
所
の
建
物
へ
誘
導

す
る
な
ど
、
就
労
・
就
学
と
い
っ

た
社
会
参
加
を
し
て
い
る
20
歳
～

30
歳
台
前
半
を
中
心
に
し
た
若
年

層
を
街
中
に
迎
え
入
れ
、
地
区
内

に
多
く
居
住
す
る
高
齢
者
と
の
異

世
代
交
流
を
図
り
、
積
極
的
に
街

を
活
性
化
す
る
方
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

７　

最
後
に

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

寿
地
区
の
抱
え
る
課
題
は
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
行
政

と
地
域
と
の
協
働
の
視
点
を
も
っ

た
課
題
解
決
行
動
が
欠
か
せ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
寿
地
区
の
課

題
解
決
は
、
そ
も
そ
も
の
寿
地
区

の
成
り
立
ち
を
考
え
た
場
合
、
行

政
の
持
つ
責
任
は
大
き
く
、
現
在

見
え
て
く
る
様
々
な
課
題
に
つ
い

て
は
、
短
期
的
目
標
、
中
長
期
的

目
標
を
設
定
し
た
上
で
、
解
決
可

能
な
課
題
か
ら
迅
速
に
取
り
組
む

姿
勢
が
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る
。

（
デ
ー
タ
出
所
：
図
１
～
図
３
、

表
１
…
寿
地
区
社
会
調
査
、
簡
易

宿
泊
所
調
査
（
健
康
福
祉
局
寿
地

区
対
策
担
当
が
各
年
11
月
1
日
を

基
準
に
実
施
）、
図
４
以
降
…
要

介
護
認
定
関
係
統
計
、
中
区
高
齢

障
害
支
援
課
提
供
）
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図８　寿3町の要介護4・5認定者の自立度別人数の変化（人）

簡易宿泊所外観
　この写真に写っている簡易宿泊所は、本文とは直接関係はありません




